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1. 最近 日本人の食事形態は欧風化，近代化をとげつ

つあるといわれているが実態はどうであろうか。国民栄

養調査をはしめ各種の調査結果をみると穀類比率の低下，

動物性蛋白質の摂取の増加は全般的に進んでおり更にイ

ンスタント食品，洋風調味料の消費増加等がみられるが

それらが欧風化，近代化の傾向であると簡単にいい切っ

てしまっていいものであろうか。

我々は従来よりの調査を通じて，消費食品数の増加に

より栄養摂取量の増加はもたらさ

剋

れたが，食事内容，例

が生活に定着するため

ることが分った。その問

題点の一つとして食糧消費の実態がどのような要素に左

右されるかを究明するため本研究を進めて来た。

2. 今回は沿岸農家として愛知県渥美郡赤羽根町，山

間農家として岐阜県恵那郡串原村の調査資料より消費傾

向の地域性について興味ある結果を得たので報告する。

3. 両地区の消費上の特徴は，動物性蛋白食品の消費

に差の認められたことである。即ち沿岸農家では動物性

蛋白質の主な給源は生鮮魚介類であり山間農家では卵，

魚肉加工品であった。又海草類も山間農家に消費量が多

かった。両地区とも消費量の上では差は認められなかっ

たが食品選択にそれぞれの地域の特徴が認められた。


